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(その1)(収 支 報 告 書 重

平成27年分
(開 催分)

1

(ふ り が な)じ ゆうみんしゅとうおかやまけんさんぎいんせんきょくだいにしぶ

1政 治 団 体 の 名 称 自由民 主党 岡 山県 参議 院 選 挙 区第 二 支 部

政 治 団 体 の 区 分

[コ 政 党 □ 政治資金規正法第18条 の2第1項

団 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 口 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 たる事務所の所在地懸 藤

_、__。_馨 鍵 響灘 蕪 難 。難猿鱗灘.一 箔

サ ク シー ド丸 の内4F

3代 表 者 の 氏 名 小野田 紀美
活 動 区 域 の 区 分

□2以 上の都道府県の区域等 図 同一の都道府県の区域内

4会 計 責 任 者 の 氏 名 矢吹 彰康
資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

事 務 担 当 者 の 氏 名

梶田 和美

□ 有

図 無

公 職 の 種 類 参議院議員

(現職 ・候補者の別)(候 補者等)

凹 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号 に係る国会議員関係政治団体

口 政治資金規正法第19条 の7第1項
第2号 に係る国会議員関係政治団体

翁職の轡小野田紀美　 紅.
(電 話)086-)》7一 ケケ00 資金管理団体の届

出 をした者の氏名

鷺 縞 炉繍 墜'
(電話)

ノ

(電話) 公 職 の 候 補 者
の氏 名(2人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

公 職 の 候 補 者
の氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)
3響 無、

2a5・2轟

謬 尉 義 資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

か ら

まで
平碑 》フ!11>ブ θ か ら、

皐威 》71>β ヲ∠β まで
(※複数の期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数の期間が る場合2つ め以降の期間)



(その2>収 支 の 状 沢

1収 支の総括表

収 入 総 額 5,000,000
(前 年 か ら の 繰 越 額) 0
(本 年 の 収 入 額) 5,000,000
支 出 総 額 2,722,120
翌 年 へ の 繰 越 額 2,277,880

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担す る党 費又 は会費

金 額 0
員 数(党 費又は会費を納入した人の数) 0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0
(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人その他 の団体 か らの寄 附 0
(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0
小 計(ア)+(イ)+(ウ) 0
(寄附 の うち寄 附のあっせ んによ るもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0
合 計(ア+イ) 0



「

(そ の5)

⑤ 本部又は支部から供与された交付金に係る収入

交付金を供与した本部又は支部の名称 金 額 年 月 日 主たる事務所の所在地 備 考

自由民主党本部 5,000,000 H27/11/18
東京 都 千代 田 区永 田 町1-

11-23

合 計 5000000,,



㌃

(その13)

3支 出項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して
供与 した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 、 費 0
(2)光 熱 水 費 0
(3>備 品 ・ 消 耗 品 費 376,767
(4>事 務 所 費 122,253
小 計 499,020 0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 239,980
(2)選 挙 関 係 費 0
(3)機 関紙誌の発行そ の他 の事業費 1,483,120 0
ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0
イ 宣 伝 事 業 費 1,483,120
ウ 政治資金パーティー開催事業費 0
エ そ の 他 の 事 業 費 0
(4)調 査 研 究 費 0
⑤ 寄 附 ・ 交 付 金 500,000
(6>そ の 他 の 経 費 0
小 計 2,223,100 0
合 計 2,722,120



r

(その14)

1

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 3.備 品 ・消耗 品費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

(団体 にあっては、その名称)
支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

拡声器 117,558 H27/11/11 エディオンサンエス電器 岡山県倉 敷 市美 和1-2-28

ワイヤレスマイク 28,080 H27/12/1 エディオンサンエス電器 岡山県倉 敷 市美和1-2-28

車検代 173,802 H27/12/25 (有)吉 崎サイクル 岡山県瀬戸内市 邑久町福谷123

そ の 他 の 支 出 57,327
合 計 376,767



`

(その14)

(2)経 常 経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者 の氏名

(団体 にあっては、その名称)
支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

コピー機搬入設置料 21,600 H27/11/26 (有)ウ エハ ラ事務機 岡山県倉敷市二 日市6-1

電話代 12,326 H27/12/1 NTTフ ァイ ナ ンス(株) 東京都港区芝浦1つ 一1

携帯機種代頭金 17,172 H27/12/1 auシ ョップ倉 敷 笹沖 岡山県倉敷市笹沖387-1
1

宅急便代 51,448 H27/12/10 ヤマ ト運輸(株)倉 敷笹沖宅急便セ ンター
岡山県倉敷市笹沖362-3

窺

そ の 他 の 支 出 19,707
合 計 122,253



L

(そ の15)

一

(3>政 治活動 費の内訳 項 目 別 区 分
1.組 織活動費

印刷代

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

(団体にあっては、その名称)
支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地〉 備 考

名刺印刷代 30,800 H27/11/10
(株)プ ッ トア ップ ・スタ

イル
京都府城陽市平川横道8-19

〃 120,000 H27/12/11 〃 灘難 灘鱗灘 灘灘
〃 22,000 H27/12/15 〃 羅 灘1灘 灘懇

そ の 他 の 支 出 36,800

合 計 209,600



一一一

～

(そ の15)

(3)政 治活動費 の内訳 項 目 別 区 分
1.組 織活 動費

旅費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 匙 支出を受けた者の氏名
N(団 体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

切符代 14,190
1β

H27/12撫 解 躰 空輸 ㈱ 東京都港 区東新橋1-5-2

汐留シティセ ンター
A

〃 16,190 H27/12繧 や"漁 懸1雛 譲鑛灘懇灘
而禦 縛

そ の 他 の 支 出 0

合 計 30,380



(そ の15)

(3)政 治活動 費の内訳 項 目 別 区 分
4.宣 伝事業費

作成代

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地〉 備 考

後援会入会申込書作成代 150,120 H27/12/7 (株)ク ラビズ 岡山県倉敷市羽島175

チラシ作成代 178,200 H27/12/7 〃 鱒 灘 雛灘灘騨 ■

ポスター作成代 1090000,,
H27/12/7 〃 難舞鑛翻 羅鑛鑛 ◎

ポスター撮影代 64,800 H27/12/25 すえひろ 岡山県倉敷市連島町連島50-1

そ の 他 の 支 出 0
合 計 1483120,,



(そ の15)

一 　

(3)政 治活動費 の内訳 項 目 別 区 分
8.寄 附 ・交 付 金

寄 附 ・交付金

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所 の所在地〉 備 考

寄附 ・交付金 500,000 H27/12/24 小野田きみ後援会 岡山県 岡山市 北区丸 の内1十12

サ クシー ド4F
8

そ の 他 の 支 出 0
合 計 500,000



(その17)資 産 等 の 状 、 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 口

イ 建 物 口 口

ウ 建物の瓶亘を且的とする,地上権又這土地の賃借権 口 図

工 亟 径 の 伍 額 塑 ユq豆五 置 .を 超 え ゑ 動 産 口 口

預 金(普 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 《。.)オ
又.は 監 金(普 通 監 金 を 除 《L)

口 口

力 金 銭 信 託 口 図

キ 壼 価 証 巻 口 口

ク 坦 資 些 よ.る.権 型 口 図

ケ 貸 付 先 一ご.と.の 残 直.がユ00互 置 」を 超.え る.貸 付 金 口 口

コ 支 払 む れ た 金 額 .が皿1互 置 亙 超 え ゑ 敷 金 口 口

取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関す亙権
口 口サ 型

シ 借 入 先 一ごと の残1壷 が100互 置 丘 超 え 亙 造 入 金 口 図



(そ の20> 宣 誓: 書

図

口

国

添付書類(別 添のとおり>

1領 収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書 は、政治資金規正法 に従 って作成 した もので あって、真実 に相違 あ りませ ん。

政治 団体 の名称

会計責任者の氏名

代 表 者 の 氏 名

卑成 ユ騰5へ 月23日

自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部

矢吹 彰康 鯵
(代表者については解散時のみ記入すること)

(印)



政治資金監査報告書

平成28年5月23日

自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部

小贈 美 殿
登録政灘 監査人 襯4蓼
登 録 番 号 第2590号

研修終了 年月 日 平成21年7月17日

♂

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規 定に基 づ

き、自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部の平成27年 に係る法第12条1項 に

規定す る収支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収

支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明

細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振

込 明細 書の写 しを含 む。以下 同'じ。)に ついて、支 出に関す る政治資金監査 を行 っ

た 。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定め る ところによ り政治資金適

正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査

マ ニ ュア ル 」とい う。)に 基 づ き行 った 。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任

者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に
ぎ 係る支出目的書について

、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行っ

た結果 を報 告す るこ とにある。

(4)こ の政治資金監査は、自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部の主たる事務所

において行 った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規 定す る事項 にっ いて、会計帳簿、明細書 、領

収書等、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が存在されていた。

なお、政治資金監査の対象期間においては、自由民主党岡山県参議院選挙区第

二支部に係る領収書等を徴し難かった支出の明細書を必要とする支出はなく、領

収書等を徴し難かった支出の明細書は存在しなかった。



矯 陥w 鯉 瀞 隅 壕 蟹瀦 狛博 伊 蕨 禅 凝 η 興 薦 窺 ρ澤 寒"攣 い 睾

鍵
(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 にっいて、会計帳簿 には、当該 国

会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国

会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 にっいて、法第12条 第1項 に規

定する収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書及び振込明細書

に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、振込 明細 書及 び振込 明

細書に係る支出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

なお、領収書等を徴 し難かった支出の明細書は存在しなかった。

ガ

3 業務制限

1 自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部と私との間には、法第19条 の13第5

項の規定に違反す る事実はない。

また、自由民主党岡山県参議院選挙区第二支部と政治資金監査の業務を補助し

た使用人 その他 の従 業者 との間 において も、同様 であ る。

以上

瓢

珍


